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語源の傍らで
パロディという語は、ギリシア語の parÛdiaに語源を持ち、部分的には para, üd¸, ºaの 3 つ



























































































Parody-ied-ying, v. a. 辞ヲモヂリテ引掛ル





Parody, s. bespottelijke nabootsing, parodie, f.




Pocket Dictionary ということで、このように説明はたったの 2、3 語しかない。うち、
bespottlijkeには「滑稽な」、「馬鹿馬鹿しい」、「嘲笑すべき」といった意味があり、nabootsing
は「まね」や「模倣」を意味している。また、名詞項目の末尾には “parodie, f ” と記載されて
いて、フランス語が参照されていることも分かる。フランス語辞典である TRÉSOR の語史に




































要になるだろう。仮に A を所謂オリジナルなるもの、B をもぢることで作られたものと考え
たとき、上図では Aそのものが変容を蒙る恰好になってしまう。Aは Bの登場により解釈レ
ベルで変容していくことはあっても、何か物理的な変化が加えられるというわけでは必ずしも










































































Pastiche is, like parody, the imitation of a peculiar or unique, idiosyncratic style, the wearing of a
linguistic mask, speech in a dead language. But it is a neutral practice of such mimicry, without
any of parody’s ulterior motives, amputated of the satiric impulse, devoid of laughter and of any
conviction that alongside the abnormal tongue you have momentarily borrowed, some healthy
linguistic normality still exists. Pastiche is thus blank parody, a statue with blind eyeballs: it is to
parody what that other interesting and historically original modern thing, the practice of a kind of


















































































1975年の第 1回以降、毎年 2–3回 17)のペースで開催され、2000年代に入ってからは毎回約





























































































ンスであろう。1957年 3月 11日に制定された « sur la propriété littéraire et artistique »（文学的
及び芸術的所有権について）には、第 41 条第 4 項に通称パロディ法と呼ばれる条項がある。
第 41条は « Lorsque l’œuvre a été divulguée, l’auteur ne peut interdire »（作品が公表されたとき、
作者が禁止できない）場合の条件を定めたものであり、その最後に第 4項として « La parodie,
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